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＜肢体不自由・病弱教育＞ 

肢体不自由児の「話す力」を伸ばす指導の工夫 
－段階表を使った指導の実践－ 

 
沖縄県立泡瀬特別支援学校教諭 大 工 卓 生    

 
Ⅰ テーマ設定の理由 

平成 21 年３月に改訂された新学習指導要領の目指す学力として，「課題を解決するために必要な思考力，

判断力，表現力その他の能力をはぐくむ」が示された。特別支援学校小学部学習指導要領（肢体不自由）

においても，(１)表現する力の育成で，「体験的な活動を通して表現する意欲を高めるとともに，児童の言

語発達の程度や身体の動きの状態に応じて，考えたことや感じたことを表現する力の育成に努めること。」

と明確に位置付けられた。 
肢体不自由特別支援学校である県立泡瀬特別支援学校には，小・中・高等部が設置され 160 名の児童・

生徒が在籍している。教育課程の編成にあたっては，障害の状態や発達段階により，当該学年に準ずる教

育，下学年代替の適用及び教科・領域を合わせた指導，と編成し学習効果の向上に努めている。その内，

「当該学年に準ずる教育」の教育課程（各教科，道徳，外国語活動，特別活動，自立活動，総合的な学習

の時間） で学習している児童・生徒は 16名で，小学部には６名在籍している。 
研究対象の児童Ａは本校小学部５学年に在籍し，当該学年に準ずる教育課程で学習を受けている。脳性

まひにより手足に麻痺があり身辺自立の面においては介助を要するが，日常的な会話でコミュニケーショ

ンをとることができる。学習面においては，前学年までの基礎的・基本的な学習内容はおおむね定着して

いる。また，社会科や理科での見学や実験等の活動に興味・関心を示し，自ら進んで学習に取り組む姿が

見られる。しかし，会話が聞き取りにくい面（声の大きさや発音の不明瞭さ，緊張等）や学習に集中して

取り組むのが苦手等の特徴があり，教科の内容の一部に落ち込みがみられる。さらに，自立活動の時間（週

３時間）による他教科の時数減，１人での活動が多い（学級の在籍数１人）為学習の練り合いが少ない等

から，障害特性の理解や指導内容の精選，指導方法の工夫・改善等様々な支援が必要である。 
個別の教育支援計画によると，本人・保護者のニーズに「人前でも緊張しないで話すことができる」「発

表の機会を増やし自信を持てるようにする」がある。児童Ａの課題と本人・保護者のニーズから，国語科

の「Ａ話すこと」の「音声化に関する知識・技能」と「話すことの構成や内容に関する知識・技能」の定

着を課題として設定する。また，その他のニーズには「パソコンの活用」がある。今まで，各種機器（ジ

ョイスティックマウス，タッチスクリーン，拡大キーボード）を使いパソコンを活用した学習も経験して

いるが，「操作するのに大幅に時間を要する」「学習の内容よりも，操作に意識が集中する」「タッチミスや

操作の補助が必要」などの課題がある。そこで，自立活動の時間で「音声化に関する知識・技能」と「話

すことの構成や内容に関する知識・技能」の発展的な学習として，「音声認識システムを利用した文字入力

やパソコンの操作」を取り入れ「文字入力やパソコンの操作」の知識・技能の定着を図る。 
以上のことから，児童Ａの課題は「音声化に関する知識・技能の定着と話すことの構成や内容に関する

知識・技能の定着」と「音声認識システムを利用した文字入力やパソコンの操作」と設定する。 
課題改善の指導方法の工夫として，１つ目に朝の２校時（30 分間の３日間で 90 分，２時間扱い）の国

語科と自立活動を合わせた，「繰り返し学習（発声・発音・音読）」が挙げられる。国語科の「Ａ話すこと」

の学習内容と，自立活動の内容の主に「４環境の把握」，「６コミュニケーション」を一部取り上げ関連し

た指導を展開することで，効果的に学習を進めることができ「音声化に関する知識・技能」と「話すこと

の構成や内容に関する知識・技能」，「音声認識システムを利用した文字入力」の技能の定着を図る。 
２つ目は，「年間指導計画」と指導の「段階表」の作成である。「年間指導計画」では，「繰り返し学習」

の学習内容の３つを児童の実態や障害の特性に合わせて順序立てて計画し指導することで，学習の定着を

図る。「段階表」では，３つの指導内容それぞれの内容に段階を設定して指導する。目標を具体的に段階設

定し，目標への到達・未到達を評価する。 
上記のことをふまえ，「国語科と自立活動を合わせた繰り返し学習」と「段階表の作成と活用」の実践を

通して「音声化に関する知識・技能」と「話すことの構成や内容に関する知識・技能」，「音声認識システ

ムを利用した文字入力」の技能を身につけさせたいと考え，本テーマを設定した。 
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〈研究仮説〉 
時間割を工夫した「繰り返し学習」を展開し，それぞれの指導に段階表を作成して指導と評価に活用す

ることで「話す力」を高めることができるであろう。 
Ⅱ 研究内容 

１ 脳性まひの発語機能について 

筑波大学付属桐が丘特別支援学校は「肢体不自由教育の理念と実践」の中で，「脳性まひでは，発声

発語器官の運動が妨げられ，発語機能の発達が阻害され，音声言語の不使用，あるいは音声言語の明

瞭度や流暢さが低い発語にとどまることがあります。脳性まひ児の多くは胸郭や腹部の動きや頸部の

筋緊張のため，発声に十分な呼吸を行うことがあまり上手ではないことが多くあります。発語は，口

唇，舌，軟口蓋，咽頭などの構音器官の形を変化させ，語音を作り出すことですが，これが不適切な

動きのために正確な語音となりにくいのです。」と述べている。 
児童Ａの実態は，早口で声が小さく長い文章等を話すのが苦手である。また「主語と述語」だけで

構成された会話や質問に対して「単語」だけで応える等の特徴が見られる。姿勢を保持したまま顔や

眼を合わせて話す事などが苦手な面もあり，口周辺の動き（口の開閉や舌の動き等）に固さが見られ

る面や，呼吸においては鼻での呼吸（吸う）に困難さが見られる。 
児童Ａにとって「話すこと」は，表現する力の１つであるとともに，国語科においては落ち込みの

ある内容である。国語科では，言語発達の程度や身体の動きに応じて，「話すこと」に必要な知識，技

能の定着を図ることで「表現する力の育成」につながると考える。また，それらの学習を含めた発展

的な学習として自立活動で「音声認識システムを利用した文字入力」の学習を展開し，コンピュータ

等の情報機器などを有効に活用して指導の効果を高めることができると考える。 
２ 繰り返し学習の計画 

時間割の火水木の２校時 

の 30 分間を「繰り返し学 
習」と設定する。時数は 

30 分×３=90 分（国語１時 

間,自立活動１時間）とす 

る（図１）。学習内容は，「 

準備運動・呼吸練習・発 
声・発音・音読を中心と 
した学習（５月～10 月）」 
と「スピーチや意見，感 
想等を実際に話す内容を 
中心とした学習（11 月～ 

３月）」「音声認識システ 
ムを利用したパソコンの 
操作や文字入力の技能を 
高める学習（７月～３月 
）」として設定し指導す 
る（表１）。児童の実態を 
見ながら段階的に指導し， 
「音声化に関する知識・ 
技能」「話すことの構成や 
内容に関する知識・技能 
」の基礎的・基本的な学 
習の定着と活用を図る。 

また音声認識システム活 
用については，７月から 
文字入力を開始し夏休み 
期間中も自由研究の課題 
として取り組む。 
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５月
準備運動，呼吸練習，発声練習，

音読をする。 ◎ ◎
・姿勢や口形，声の大きさや速さなどに注意してはっきりした発

音で話す。

行動観察，記録，自

己評価

６月
準備運動，呼吸練習，発声練習，

発音練習，音読をする。 ○ ◎
・姿勢や口形，声の大きさや速さなどに注意してはっきりした発

音で話す。

行動観察，記録，自

己評価

７月

発声練習，発音練習，音読，発表

する。（本の紹介）

○ ◎ ○ ○

・相手を見たり，言葉の抑揚や強弱，間の取り方に注意したりし

て話す。

・読んだ本の中から、おもしろかったところや楽しかったところを

先生や友達などに紹介する。

音声で文字入力をすることができる。（２～６文字）

行動観察，記録，自

己評価

8月 ○ ○ 音声で文字入力をすることができる。（２～６文字）

９月

発声練習，発音練習，音読，発表

する。（本の紹介）

○ ◎ ○ ○

・相手を見たり，言葉の抑揚や強弱，間の取り方に注意したりし

て話す。

・読んだ本の中から、おもしろかったところや楽しかったところを

先生や友達などに紹介する。

音声で文字入力をすることができる。（２～６文字）

行動観察，記録，自

己評価

１０月

音読，お話会に向けて題材を決め

練習する。

○ ◎ ○ ○

・相手を見たり，言葉の抑揚や強弱，間の取り方に注意したりし

て話す。

・家庭や学校，地域社会における日常生活の中で経験したこと

を話題にスピーチをする。

・音声で文字入力をすることができる。（６～１０文字）

行動観察，記録，自

己評価

学習活動

評価

話す力

学習目標 評価方法

表１ 年間指導計画 （一部抜粋） 
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３「話す力」に関する事項の指導について 

自立活動は，「個々の児童又は生徒が 
自立を目指し，障害による学習上又は 
生活上の困難を主体的に改善・克服す 
るために必要な知識，技能，態度及び 
習慣を養い，もって心身の調和的発達 
の基盤を培う。」を目標とし，特別支援 
学校で指導が展開されている。新学習 
指導要領から「人間関係の形成」が新 
設され，内容は六区分 26項目で構成さ 

れている。指導計画の作成と内容の取 

り扱いでは「３指導計画の作成に当た 
っては，各教科，道徳，外国語活動， 
総合的な学習の時間及び特別活動の指 
導と密接な関連を保つようにし，計画 
的，組織的に指導が行われるようにす 
るものとする。」と位置付けられてい 

る。また，寺井・吉田(2008)は「小学 

校学習指導要領の解説と展開 国語編」 

で，話すことに生かす言語の知識や技 

能を示している。そこで，繰り返し学 

習の国語科と自立活動との関連を表し 

た（表２）。 

１つ目の話すことの「音声化に関す 
る知識・技能」では，「姿勢や口形， 
声の大きさや速さなどに注意して，は 
っきりした発音で話すこと」が第１学 
年及び第２学年の内容に「相手を見た 
り，言葉の抑揚や強弱，間の取り方に 
注意したりして話すこと」が第３学年 
及び第４学年の内容に示されている。 
児童の課題である「声の大きさや速さ 
」や「言葉の抑揚や強弱間の取り方」 
は，話す内容が相手に伝わるようにす 
るための基礎となる知識や技能である。 
下学年の事項ではあるが，一部取り上 
げて継続して指導することで「音声化 
に関する知識・技能」を高める。自立 
活動では主に「６コミュニケーション」 
の（２）言語の受容と表出に関することと関連づけて指導する。具体的には，音を弁別したり，自分

の発音をフィードバックしたりする力を身につけさせ，発声・発語器官（口腔器官）の微細な動きや

それを調整する力を高め，正しい発音を習得できるよう指導する。 
２つ目の「話すことの構成や内容に関する知識・技能」では，話題を「身近なことや経験したこと」

「関心のあること」「考えたことや伝えたいこと」へと次第に高める。また，「話」をどう構成するか

について継続して指導することで，「話すことの構成や内容に関する知識・技能」を高める。自立活動

では，主に「６コミュニケーション」の（５）状況に応じたコミュニケーションに関することと関連

づけて指導する。具体的には，友人や大人との会話，発表や校内放送などにおいて，相手の立場や気

持ち，状況などに応じて，適切な言葉遣いができるよう指導する。 
３つ目の「音声認識システムを利用した文字入力やパソコンの操作」では，「音声による文字入力や

パソコンの操作する知識・技能」を高める。WindowsVista には音声認識システムが標準装備されてお

表２ 繰り返し学習の知識・技能（寺井正憲・吉田裕久 2008 「小

学校学習指導要領の解説と展開 国語編」 一部引用） 

図１ 繰り返し学習の時間 

知識 技能 知識 技能 知識 技能

親しい人に対して

は，普通の声の大き

さや速さで話しても

よいが，そうでない

相手や集団に対して

は，明瞭な発音で，

大き目の声でゆっく

り話すようにする。

友達や先生，学級集

団，学年集団，地域

の人々などの前で，

実際に音声化でき

る。

順序には，経験した

ことの順序や物事の

起こった順序がある

ことがわかる。それ

らの順序にもとづい

て話を構成するに

は「はじめに」「つぎ

に」「さいごに」といっ

た順序を表す言葉

を用いることができ

る。

事柄を思い出す，思

い出した事柄をメモ

する。

どのような相手に対

しても，相手をしっか

りと見て，話しの内

容が伝わるように

言葉の抑揚や強弱，

間のとり方に注意し

て話すようにする。

友達や先生，学級集

団，学年集団，地域

の人々などの前で，

実際に音声化でき

る。

経験したことや物事

の順序に加え，思考

力の順序や情報の

価値の軽重による

順序などに従い，話

の流れに一貫性を

もたせることが必要

であることがわか

る。「なぜなら」「たと

えば」「このようなこ

とから」などの言葉

を用いて因果関係

や話しの中心，結論

を明確にすることが

できる。

本や資料，イ ンタ

ビューなどで必要な

ことを調べて要点を

まとめ，それらを価

値の軽重や相互関

係を考えて整理し，

話しを構成する。

低学年や中学年で

習得した相手や状況

に応じて音声化する

技能をより一層確

かにする。

同学年や異学年，全

校生徒や学校内外

の人々など多様な

相手に対して，聞き

手の反応を見なが

ら，その場で，声の

大きさや速さ，間の

とり方などを調整す

ることができる。

主張を明確に伝え

るには，じぶんの立

場を明確にしたり，

事実と感想，意見と

を区別したり，概説

したり結論付けたり

する必要性がある

ことがわかる。「私と

しては～」「～が分か

りました。」「要する

に，～」などの言葉

を用いて話しの全体

の構成を緊密にす

ることができる。

メモを活用する，情

報を比較・対象して

背いるしたり分類し

たりして結論を導き

出す。

音声認識システムを

使って文字の入力やパ

ソコンの操作をする手

順や方法を知る。

マイ クに向かい入力し

たい文字を発音する。

また，実行する操作の

音声認識コマンドを覚

え，発音する。

低学年

中学年

高学年

観点

国語

自立活動

　「６　コミュニケーショ ン」

（２）言語の受容と表出

　「６　コミュニケーショ ン」

（５）状況に応じたコミュニケーショ ンに関

すること

繰り返し学習

内容「Ａ話すこと」

音声化に関する内容

内容「Ａ話すこと」

話すことの構成や内容

「４　環境の把握」

(3) 感覚の補助及び代行手段の活用に関する

こと

「６　コミュニケーショ ン」

（４）コミュニケーショ ン手段の選択と活用に関

すること
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り，マイクを繋ぐだけで音声により各機能を操作することができる。「音声化に関する知識・技能」と

「話すことの構成や内容に関する知識・技能」の２つの発展的な学習として合わせて学習することで，

より効果的に「音声による文字入力やパソコンの操作」の知識・技能を身につけることができ，文章

での表現や調べ学習での活用等，学習の場を広げることができる。自立活動では，主に「４環境の把

握」（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること，「６コミュニケーション」の（４）コミュニ

ケーション手段の選択と活用に関することと関連づける。児童の障害の状態や発達の段階，興味・関

心等に応じて，将来の社会生活等に結び付くように補助及び代行手段の適切な活用と，コミュニケー

ション手段を身に付けそれを選択・活用して，それぞれの自立と社会参加を促すことをねらいとする。 
以上の３つの知識・技能を児童Ａの「話す力」と設定し，繰り返し学習の時間で，年間を通じて指

導を展開する。 
４ 段階表について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童Ａの課題と国語科と自立活動の学習指導要領を参考にして，指導の「段階表」を作成した。「話

す力」を高めるには，本人の課題や障害の特徴，指導の目標や手だてをとらえた基準を設定し，目標

を具体的に段階設定した指導が有効と考える。段階設定した指導を展開することで，目標への到達・

未到達を評価することができ，その結果を次に生かすことができる。そこで３つの学習においての段

階表を作成する。 
「音声化に関する段階表」では，緊張による体全体の固さ，鼻での呼吸の困難さ，声の大きさや長

さを調整するのが苦手，発音が不明瞭の実態から５つの学習内容と３つの段階に分け指導する（表 3）。

準備運動の学習から始め，呼吸練習，発声練習の学習を追加し次第に学習内容を増やし指導を展開す

手

だ

て

リラ ックスして姿勢を 保て

るよ うにする。声かけや

動かす例を示して意識を

向けやすいよ うにする。

鼻と口両方から息を吸う

良さを 示し，腹での呼吸

に意識を向けやすいよ

う声かけを する 。

のどを 開いて声が口や

鼻等によくひびくのを意

識できる よう声かけをす

る 。

カ ードや鏡を 使い口の

開き方に意識を向けや

すいように声かけする 。

声のものさしを 意識して

音読に取り組むようにす

る 。

手

だ

て

リラ ックスして姿勢を 保て

るよ うにする。声かけや

動かす例を示して意識を

向けやすいよ うにする。

「息を鼻から吸う」，「素早

く腹に吸う」，「吸った息を

使って声に出す」に意識

を 向けやすいよ う声か

けをする。

声をらくにだせる位置

（顔の正面より少し上に

向ける ）を 意識して発声

できるよ う声かけを す

る 。

カ ードや鏡を 使い舌の

位置に意識を 向けやす

いよ うに声かけする。

言葉や音の高低，強弱を

意識して音読に取り組む

よ う声かけをする。

手

だ

て

リラ ックスして姿勢を 保て

るよ うにする。声かけや

動かす例を示して意識を

向けやすいよ うにする。

文章を 読む際，一つ一つ

の音を ごまかさないで，

はぎれよく読むよ う意識

を 向けやすいよ うに声

かけを する 。

声をらくにだせる位置

（顔の正面より少し上に

向ける ）での発声が定着

できるよ う声かけを す

る 。

一つ一つていねいにゆっ

くりと，はぎれよ いく発音

を意識するよ う声かけ

をする。

言葉や音の高低，強弱，

会話の間合いを意識して

音読に取り組むよう声か

けを する 。

音読準備運動 呼吸練習 発声練習 発音練習

・「大きな声，小さな声遊

び」で音読することができ

る 。

a

学

習

目

標

教師と一緒に，体（上肢）

や顔（口，あご，舌）のスト

レッチをすることができ

る(カ ード４～５枚)。

教師と一緒に，口や鼻か

ら息を すったりはいたり

することができる。

教師と一緒に，声の大き

さに気を つけながら発声

することができる。

・「早口ことば，物売り声

遊び」で音読する ことが

できる 。

教師と一緒に，体（上肢）

や顔（口，あご，舌）のスト

レッチをすることができ

る(カ ード５～８枚)。

息を鼻からすったりはい

たり（とめたり，分けてす

う・はく）する ことができ

る 。

声の大きさや姿勢に気を

つけながら発声すること

ができる 。

教師と一緒に舌の位置

を意識しながら発音する

ことができる （イ ，エ，ア，

オ，ウ）。

・「早口ことば，会話文遊

び」で音読することができ

る 。

b

学

習

目

標

教師と一緒に口の開き方

を意識しながら発音する

ことができる （ア，エ，イ ，

ウ，オ）。

c

学

習

目

標

教師と一緒に，体（上肢）

や顔（口，あご，舌）のスト

レッチをすることができ

る(カ ード８～１０枚)。

息を鼻からすったりはい

たり（とめたり，分けてす

う・はく，長くもたせる ）す

る ことができる 。

声の大きさや長さ，姿勢

に気を つけながら発声・

発音することができる。

口の開き方，舌の位置を

意識しながら発音するこ

とができる （五十音）。

表３ 音声化に関する知識技能の段階表（5月～3月） 
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る。また，「音声化に関する段階表」 
から学習の記録シートを作成し， 
日々の学習の記録を実施する（表 
４）。指導を進める上で，項目の 
見直しや到達・未到達を判断す 
ることができ，指導後の変容や 
段階の確認をすることができる 
と考える。学習の内容が「話す 
」中心であったが，顔や体を動 
かす（準備運動），機器（騒音計 
，ＩＣレコーダー，デジタルビデ 
オカメラ）を活用する，音読プ 
リントを工夫する等の手だてを 
準備することで学習に楽しく参 
加することができると考える。 
「話すことの構成や内容に関 

する段階表」では，人の前で発 
表することが苦手，「いつ，どこ 
で，だれと」等，話の構成をする 
のが苦手の実態から，３つの学習 
内容と３つの段階を設定する（表５）。「音声化に関する知識・技能」で学んだ知識・技能を生かす学

習として，７月～３月の期間を評価する期間として設定し指導する。 
「音声による文字入力の段階表」では，実態把握のため２～６文字程度の音声入力を実施したとこ 

ろ約 20％の認識率であった。そこで，音声での文字入力数と認識率との関わりから，３つの学習内容

と３つの段階を設定し指導する（表６）。単語から音声入力を始め，２～15 文字程度の単語の認識率

が 60%を超えた時点で「音声で単語を入力できる」とし，単語から文，そして文章へと音声入力の技

能を高める。 
 

  
  
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

表５ 話すことの構成や内容に関する 

知識技能の段階表（7月～3月） 

7月～10月 １１月～３月 10月～３月

読んだ本の中から，おもしろ

かったところや楽しかったと

ころを 先生や友達などに紹

介している 。

自分の経験や考えと比べて

聞き，自分の意見や感想を

話す。

家庭や学校，地域社会にお

ける 日常生活の中で経験し

たことを 話題にスピ ーチを

する 。

学

習

目

標

読んだ本の内容を 思いだ

し，自由に紹介することがで

きる 。

経験したことを もとに，自分

の考えを 発表する ことがで

きる 。

発表する 出来事を思い出

し，思いのままにスピ ーチ

する ことができる 。

手

だ

て

思い出した内容を紙に書き

出し紹介する 。

経験したことのある 事を思

い出し，自分の考えを書き

出す。

思い出した内容を 紙に書き

出しスピーチする 。

学

習

目

標

読んだ本の内容のあらすじ

を 紹介することができる 。

「題」について考えたことを

発表する ことができる。

筋道を たてて出来事を ス

ピーチすることができる 。

手

だ

て

本のあらすじを 紙に書き出

し，順序よ く並んでいる か

確認する 。

「題」について自分が考えた

ことを 書き出す。

「いつ，どこで，だれが，なに

を，どうする」を 書き出すよ

うにする 。

学

習

目

標

読んだ本の中からおもしろ

かったところや，楽しかったと

ころを 選んで紹介する こと

ができる 。

経験したことや考えたこと比

べて，自分の考えを発表す

る ことができる。

最初に「題」を つけて筋道

をたてて出来事を スピ ーチ

する ことができる 。

手

だ

て

特におもしろかったところや

楽しかったところを 選び，あ

らすじの中で紹介する 。

自分で経験したことと考えた

ことを 書き出し比べる 。

最初に「題」を 決め，話題の

「いつ，どこで，だれが，なに

を，どうする」を 書き出すよ

うにする 。

a

b

c

表６ 音声による文字入力に関する 

知識技能の段階表（7月～3月） 

音声で文字入力することが

できる。(２～６文字)

音声で文字入力することが

できる。(６～１０文字)

音声で文字入力することが

できる。(１０～１５文字)

学

習

目

標

音声での文字入力（２～６文

字）で、文字の認識率20％

を 目指す。

音声での文字入力（６～１０

文字）で、文字の認識率

20％を 目指す。

音声での文字入力（１０～１

５文字）で、文字の認識率

20％を目指す。

手

だ

て

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 準備す

る。

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 準備す

る。

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 準備す

る。

学

習

目

標

音声での文字入力（２～６文

字）で、文字の認識率40％

を 目指す。

音声での文字入力（６～１０

文字）で、文字の認識率

40％を 目指す。

音声での文字入力（１０～１

５文字）で、文字の認識率

40％を目指す。

手

だ

て

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 準備す

る。

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 準備す

る。

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 準備す

る。

学

習

目

標

音声での文字入力（２～６文

字）で、文字の認識率60％

を 目指す。

音声での文字入力（６～１０

文字）で、文字の認識率

60％を 目指す。

音声での文字入力（１０～１

５文字）で、文字の認識率

60％を目指す。

手

だ

て

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 覚えて

スピーチする。

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 覚えて

スピーチする。

姿勢の保持、声の大きさを

意識させる。原稿を 覚えて

スピーチする。

a

b

c

本人 担任 本人 担任 本人 担任

体調・様子
顔色は良い，熱はないか，睡眠

や朝食はとれているか等

①
体（上肢）や顔（口，あご，舌）の

ストレッチをすることができる。

②
体（上肢）や顔（口，あご，舌）の

ストレッチ、ビジョントレーニング

をすることができる。

③
息を鼻からすったりはいたりする

ことができる。

④
息を口からすったりはいたりする

ことができる。

⑤
姿勢に気をつけながら発声する

ことができる。

⑥
声の大きさに気をつけながら発

声・発音することができる。

⑦
教師と一緒に舌の位置を意識し

ながら発音することができる。

（ア，エ，イ，ウ，オ）

⑧
口の開き方，舌の位置を意識し

ながら発音することができる。

（五十音）

⑨
楽しみながら音読の練習をする

ことができる。

（指導なしで十分にできた・・・◎　指導をうけてできた・・・○　指導をうけたが十分にできなかった・・・△　

項目

週

火 水 木

表４ 学習の記録シート 
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５ 音声認識システムについて 
 平成 21年３月に改訂された特別支援学校小学部学習指導要領（肢体不自由）（５）では「児童の身

体の動きや意思の表出の状態等に応じて，適切な補助用具や補助的手段を工夫するとともに，コンピ

ュータ等の情報機器などを有効に活用し，指導の効果を高めるようにすること。」と明記されている。 
児童の身体の動きや意思の表出等の状態から，「音声認識システム」の活用は，①正しく発音するこ

と②自分の思いや考えを文章で表現できること③調べ学習で活用できること④コミュニケーション手

段を身に付けることの４点で有効であると考え指導に活用する。 
 

Ⅲ 研究の実際 
１ 音声化に関する知識・技能の定着 

(1) 準備運動 
  毎時間１～３分間，上肢や顔を中心に準備運動を行った。特に顔の運動では，絵カードと鏡を使

いイメージしやすいよう工夫した。指導前は顔の動きに固さがみられたが、口，頬，あごなどのス

トレッチを取り入れることで動かせるようになった（図２）。13 枚のカードから６枚分の運動をす

ることができ体と顔のストレッチをすることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 呼吸練習 

口と鼻の呼吸の使い分けに困難さがみられたので「口での呼吸」，「鼻での呼吸」，「両方を使い分

ける」，分けて（吸う・はく），腹を意識した呼吸と段階を設定し指導した。教師の補助（姿勢の保

持）や声かけで,口と鼻を使い分けて「吸う」事が少しずつできるようになってきた。 
(3) 発声練習 

 発声では，声が小さい，文章を読んだり話したりする際に声が続かない，声の高低を調整するこ

とが難しい等の課題がみられる。騒音計を使用して声の大きさを意識するよう指導した（図３）。自

分自身の声の大きさを知るとともに，場所や環境に合わせて声の大きさを調節することができるよ

うになってきた。（児童Ａの実態から，通常の会話よりやや大きい 70デシベルに設定）また，ＩＣ

レコーダーで毎回記録し聞き直すなどして声の響きを確認したことで，声の高低では無理のない出

しやすい声の高さでうわずることなく安定して声を出すことができるようになってきた（表７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 発音練習 

発音練習では，早口になる，一音ずつの音が重なりはっきり聞こえない，５文字の声量にバラつ

きがある等の課題がみられる。そこで鏡や絵カード，ＩＣレコーダーや騒音計を使い，ゆっくり一

音ずつ区切って声量を意識するように指導した。また，福島 英(2009)は「口の開きが最大の『ア』

から『エ』，開きの小さい『イ』『ウ』，そして再び開きの大きい『オ』の順で行うことで，自然な口

の開閉が身につく」と述べている（図４）。無理なく自然な口の開閉の技能を習得する為,「ア・エ・

イ・ウ・オ」の順で発音練習をした。 

図３ 声の大きさの測定結果 

50

55

60

65

70

75

80

85

1回 2回 3回 4回 5回

5月27日

6月1日

6月9日

7月5日

デシベル

5月27日 6月1日 6月9日 7月5日
1回 77 68 70 64
2回 75 79 70 83
3回 76 69 73 70
4回 51 76 65 62
5回 82 72 72 70
平均 72.2 72.8 70 69.8

目標との差 -2.2 -2.8 0 0.2

表７ 声の大きさ（デシベル） 

図２ 準備運動 （福島 英 2009 「声がよくなる簡単トレーニング」  成美堂出版より引用） 
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指導当初の５月は早口で，ア行の発音が約 2.3 秒であったが，７月の測定では約 3.4 秒となりゆ

っくりと発音ができるようになってきた。また，一音ずつはっきり発音ができるようになり，５文

字の声量も調整できるようになってきた（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 音読 
４つ学習（準備運動，呼吸練習，発声練習，発音練習）を生かすことをねらいとして，「音読」を

学習の最後に設定した。教材には，興味・関心を持って学習できるよう言葉遊び（大きな声で遊ぼ

う，小さな声で遊ぼう，早口言葉，物売りの声で遊ぼう，会話文で遊ぼう）の要素を多く取り入れ

た低・中学年の学習を中心に指導した。また，音読の学習を各発表（学校行事や学年の行事，委員

会活動での報告や紹介の発表）の練習に替えて，指導の工夫を行った。 
２ 話すことの構成や内容に関する知識・技能 

発表では，姿勢保持の継続，声の大きさの調整，文章の構成（順序性等）に課題がある。そこで，

７月から音読の内容の中に加えて指導した。宿泊学習直後の学習では，「宿泊学習の思い出」として

自由に発表させた。３～４分の短い内容の発表であったが，顔の向きや相手を見るなど姿勢を保持

し，大勢の人の前で声の大きさや発音に気をつけながら発表することができた。しかし，発表の内

容は「いつ，どこで，だれと，」等の構成ができていない面や，「時間の流れや出来事に順序性がな

い」等の課題が見られた。課題の解決に向けて特に「話すことの構成や内容に関する知識」を高め

る必要がある。 
３ 音声による文字入力に関する知識・技能 

 「音声認識ソフト」の活用に 
おいて知識面では，文字の入力 
やパソコンの操作をする手順や 
方法（アプリケーションの選択 
や画面の切り替え，フォルダの 
選択やシステムの終了）等がわ 
かり，実行する操作の音声認識 
コマンドを覚えることができた。 
また技能面では，音声入力の問 
題（日常や学習でよく使う言葉） 
を作成し，音声入力の学習を行 
った。「単語（２～６文字）を３ 
回読んで音声入力する」方法で 
試行した結果，実施回数を重ね 
る毎に少しずつの認識率向上が 
見られた（表８）。また，音声入力の学習を繰り返し実施した結果，「３回とも正確に音声認識でき

る単語がある」や「試行の２回目，３回目で音声認識される」などの結果も得られ，正確に話そう

とする意欲を高めていることが分かった（表９）。 

回数 日付 問題Ａ 問題Ｂ

1 7月8日

2 7月21日 30%

3 7月26日 35% 8%

4 7月27日 31% 15%

「２文字～６文字」の言葉を音声入力。 マイクをスタンド式からイヤホンマイ

クに変更

音声による操作ができた。（画面の

切り替え，フォルダの選択等）

「２文字～６文字」の言葉を音声入力。 音声による操作ができた。（画面の

切り替え，フォルダの選択等）

学習内容 その他

マイクと音声認識の設定　「２文字～３

文字」などを音声入力

音声認識の設定に２時間を要す

る。いくつかの操作を音声で操作す

ることができた。（アプリケーション

の起動，パソコンの終了等）

「２文字～６文字」の言葉を音声入力。 音声による操作ができた。（画面の

切り替え，フォルダの選択等）

表８ 音声認識システムを活用した文字入力の指導 

図４ 発音練習 （福島 英 2009 「声がよくなる簡単トレーニング」  成美堂出版より引用） 

図５ 発音の音量と長さの測定結果（Sound it5.0 for Windows） 
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 試行１回目 試行２回目 試行３回目 

音声入力 １回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目 

沖縄県 機能県 近眼 CAN 沖縄県 沖縄県 沖縄県 沖縄県 沖縄県 沖縄県 沖縄県 
佐賀県 佐賀県 佐賀県 から金 佐賀県 佐賀県 佐賀県 佐賀県 佐賀県 佐賀県 
徳島県 徳島県 徳島県 徳島県 徳島県 徳島県 徳島県 徳島県 徳島県 徳島県 

長崎県 長崎県 長崎県 のガソリン 長崎県 長崎県 な官僚 長崎県 長崎県 長崎県 
香川県 香川県 香川県 河芸 関連 カーテン 香川県 香川県 香川県 香川県 
大学 在学 大学 大学 大学 大学 大学    

４ 研究仮説の検証 
   (1) 繰り返し学習の展開について 

    朝の２校時の時間帯に実施することで，学習したことをその後の学習に生かす場面も見られた。

さらに，週に３日間連続して指導を展開できるので，振り返りや見通しを持ちやすくなり学習に集

中して取り組むことができた。児童Ａにとって，朝の２校時（30 分間の３日間で 90 分，２時間扱

い）の国語科と自立活動を合わせた「繰り返し学習」は有効であったと考えられる。 
   (2) 段階表について 

 児童Ａの課題と国語科と自立活動の学習指導要領を参考にして，３つの学習内容で段階表を作成

して指導した。「音声化に関する知識・技能」では５つの学習内容で段階設定した指導を行い，学習

を深めることができた。また，記録シートで毎時間目標への到達・未到達を評価し，その結果を次

の指導に生かすことができた。これらのことから，段階表を作成して指導と評価に活用することは

有効であると考えられる。 

   (3) 話す力を高めるについて 
音声化に関する知識・技能では，体と顔のストレッチをすることができ口と鼻を使い分けて「吸

う」事が少しずつできるようになってきた。場所や環境に合わせて声の大きさを調節することがで

きるようになり，繰り返し学習する内に，ゆっくりと一音一音はっきりと発音することができた。 

話す事の構成や内容に関する知識・技能では，顔の向きや相手を見るなど姿勢を保持し，大勢の

人の前で声の大きさに気をつけながら発表することができた。 

    音声による文字入力に関する知識・技能では，文字の入力やパソコンの操作をする手順や方法等

がわかり，実行する操作の音声認識コマンドを覚えることができた。また音声入力の学習では，実

施回数を重ねる毎に少しずつ認識率が向上する結果が得られた。また，単語の音声入力では，「３回

とも正確に音声認識できる」や「試行の２回目，３回目で音声認識される」などの結果も得られ，

正確に話そうとする意欲と技能を高めていることが分かった。以上から，児童Ａの話す力を高める

ことができたと考えられる。 

 

Ⅳ まとめ 
 １ 成果 

(1) 時間割の工夫と学習内容の焦点化ができ，国語科の指導と自立活動を関連させた指導に生かすこ

とができた。 
(2) 段階表を作成したことで，児童の次の指導の目標が明確になり，評価に生かすことができた。 
(3) コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し，指導の効果（発音の向上と音声による文字入力）

を高めることができた。 

２ 課題 

(1) 段階表の中には，課題設定が高い学習内容があった。今後，指導の振り返りと学習目標や手だて

の見直しが必要である。 
(2) 音声入力の言葉の選定。（名前や住所など，生活上よく使う言葉を優先する。） 

 
<主な参考文献> 

福島 英 2009 『声がよくなる簡単トレーニング』  成美堂出版 

筑波大学付属桐が丘特別支援学校 2008 『肢体不自由教育の理念と実践』  ジアース教育新社 

寺井正憲・吉田裕久 2008 『小学校学習指導要領の解説と展開 国語編』  教育出版 

表９ 音声による文字入力の実施結果 


